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一般�
質問�
一般�
質問�

●
玉
谷
　
高
齢
者
へ
の
虐

待
が
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
暴
力
行
為

に
よ
る
身
体
的
虐
待
、
年

金
な
ど
を
勝
手
に
使
う
経

済
的
虐
待
、
日
常
の
介
護

や
世
話
の
放
棄
な
ど
が
急

速
に
表
面
化
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
の
解
決
に

向
け
、
４
月
か
ら
「
高
齢

者
虐
待
防
止
法
」
が
施
行

さ
れ
て
い
る
が
本
町
の
取

り
組
み
は
。

■
町
長
　
11
月
末
現
在
で

虐
待
に
か
か
る
相
談
が
６

件
あ
っ
た
が
解
決
し
て
い

る
。
こ
の
法
律
に
よ
り

「
高
齢
者
の
虐
待
防
止
及
び

そ
の
早
期
発
見
の
た
め
の

事
業
等
」
が
町
に
義
務
づ

け
ら
れ
た
。
今
後
虐
待
の

早
期
発
見
、
虐
待
予
防
に

向
け
民
生
児
童
委
員
な
ど

を
対
象
に
し
た
研
修
会
を

行
な
い
相
談
窓
口
の
充
実

に
努
め
、
高
齢
者
が
い
つ

ま
で
も
住
み
慣
れ
た
町
で

暮
ら
せ
ら
る
よ
う
町
民
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
。

●
玉
谷
　
町
の
財
政
状
況

は
、
交
付
税
、
補
助
金
の

削
減
に
よ
り
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
し
か
し
住
民
に

も
っ
と
も
身
近
な
自
治
体

と
し
て
、住
民
ニ
ー
ズ
に
、

ま
た
新
た
な
行
政
課
題
を

的
確
に
把
握
し
、
総
合
的

重
点
的
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
。

■
町
長
　
ハ
ー
ド
面
で

は
、
選
択
と
集
中
に
よ
る

効
果
的
な
事
業
を
考
え
、

特
に
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

基
盤
整
備
、
上
下
水
道
施

設
整
備
な
ど
を
行
な
う
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
全
住
民

参
加
が
町
づ
く
り
に
必
要

な
こ
と
か
ら
、
住
民
と
行

政
の
役
割
分
担
に
よ
る
地

域
活
動
を
推
進
す
る
た

め
、
住
民
自
治
組
織
へ
の

人
的
・
財
政
的
支
援
を
よ

り
充
実
す
る
よ
う
努
め

る
。

●
中
村
　
地
方
分
権
を
進

め
る
た
め
、
国
税
か
ら
地

方
税
へ
約
３
兆
円
の
税
源

移
譲
が
行
わ
れ
、
Ｈ
19
年

１
月
か
ら
所
得
税
が
減

り
、
住
民
税
が
同
年
６
月

か
ら
増
え
る
こ
と
に
な

る
。自

主
財
源
で
あ
る
町
税

ま
た
町
民
の
税
負
担
は
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

■
町
長
　
個
人
住
民
税

は
、
課
税
所
得
に
基
づ
き

標
準
税
率
が
一
律
10
％
に

改
正
さ
れ
、
約
１
億
６
千

万
円
程
度
の
増
税
が
見
込

め
る
。
し
か
し
、
普
通
交

付
税
及
び
所
得
譲
与
税
の

減
額
で
吸
収
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
町
の
財
政
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

町
民
へ
の
影
響
は
、
こ

の
税
源
移
譲
に
よ
り
所
得

税
の
減
税
と
個
人
住
民
税

の
増
税
を
同
時
に
同
規
模

で
実
施
さ
れ
る
た
め
、
納

税
者
の
税
負
担
を
増
や
し

た
り
減
ら
し
た
り
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
１
年
間
に

納
付
す
る
税
額
は
、
原
則

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

定
率
減
税
は
景
気
対
策

高
齢
者
へ
の
虐
待
防
止
の

取
り
組
み
は

町
を
あ
げ
て

早
期
発
見
に
努
め
る

ＱＡ

税
源
移
譲
に
よ
る
影
響
は住

民
税
増
、
所
得
税
減

Ｑ

Ａ

新
年
度
の
行
財
政
運
営
は

選
択
と
集
中
に
よ
り

事
業
を
す
る

ＱＡ

玉谷　隆議員

と
し
て
講
じ
ら
れ
た
暫
定

的
な
減
税
措
置
で
、
経
済

状
況
等
に
応
じ
て
見
直
し

て
い
く
と
い
う
税
制
改
革

大
綱
に
従
い
制
定
さ
れ
た

制
度
で
あ
り
、
Ｈ
18
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
廃
止

さ
れ
る
た
め
、
町
民
の
税

負
担
は
増
え
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

中村幸雄議員

税の相談風景
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●
奥
田
　
一
律
カ
ッ
ト
の

手
法
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
に

も
し
わ
寄
せ
が
く
る
。
補

助
金
も
団
体
意
見
や
活
動

調
査
に
よ
り
予
算
化
す
べ

き
だ
。
教
育
予
算
増
の
町

長
の
考
え
は
。

■
町
長
　
事
業
効
果
の
検

証
、交
付
基
準
の
明
確
化
、

不
均
衡
な
補
助
金
是
正
、

終
期
設
定
な
ど
の
見
直
し

を
行
う
。
自
治
補
助
は
現

行
を
基
本
に
考
え
る
。
教

育
予
算
の
施
設
管
理
費
は

町
長
部
局
の
た
め
、
少
な

い
と
は
考
え
て
い
な
い
。

●
奥
田
　
計
画
的
運
営
の

た
め
、
活
動
団
体
と
協
議

す
べ
き
だ
。
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
を
充
実
し
、
公
民

館
再
編
ま
で
に
取
り
組
み

す
べ
き
だ
。
夢
き
ら
り
賞

の
幅
を
広
げ
て
は
ど
う

か
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

医
療
対
策
に
も
な
る
と
思

う
が
。

■
教
育
長
　
ホ
ー
ル
事
業

な
ど
独
自
色
を
出
せ
る
企

画
を
す
る
。
中
学
校
区
ご

と
に
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設

立
を
目
指
す
。
県
内
外
で

活
躍
さ
れ
た
方
へ
の
賞
も

拡
充
し
た
い
。
財
政
的
も

含
め
、
支
援
を
お
し
ま
な

い
。

●
奥
田
　
今
後
の
行
方
を

皆
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

管
理
を
徹
底
し
て
も
ら
う

確
約
を
早
い
時
期
に
。

■
町
長
　
地
域
住
民
の
熱

意
と
力
が
身
を
結
び
、
33

年
間
、
地
域
社
会
へ
貢
献

さ
れ
て
き
た
。
現
在
、
東

京
の
学
校
法
人
か
ら
申
し

出
が
あ
り
、
県
と
協
議
さ

れ
て
い
る
。
学
校
経
営
で

の
有
効
利
用
は
地
域
活
性

化
に
な
る
。
再
生
の
た
め

に
協
力
す
る
。

●
徳
光
　
①
建
設
用
地
の

具
体
化
は
。
②
甲
山
、
大

田
保
育
所
の
指
定
管
理
と

認
定
子
ど
も
園
は
。
③
幼

稚
園
誘
致
の
再
検
討
を
求

め
る
決
議
に
つ
い
て
。

三
和
高
校
の

今
後
の
利
用
は

県
に
働
き
か
け

等
協
力
す
る

ＱＡ

来
年
度
予
算
編
成
の
考
え
は

抜
本
的
見
直
し
を
行
う

ＱＡ

町
誘
致
恵
泉
学
園
の

進
捗
状
況
は

開
園
を
一
年
延
長
し
Ｈ
20
年
４
月
に

ＱＡ

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
活
動
の
必
要
性
は

生
き
が
い
、
健
康
づ
く
り
で

地
域
振
興
に

ＱＡ

奥田正和議員

徳光義昭議員

■
町
長
　
①
誘
致
企
業
の

観
点
か
ら
旧
庁
舎
跡
地
の

公
有
地
を
活
用
し
、
民
地

は
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す

る
。
②
保
育
所
再
編
整
備

が
18
年
度
中
に
確
定
す
る

の
で
、
現
段
階
で
甲
山
、

大
田
保
育
所
の
廃
止
方
針

は
な
く
、
指
定
管
理
は
考

え
て
い
な
い
。
③
「
町
民

へ
の
説
明
が
不
十
分
で
あ

り
、
誘
致
業
者
の
選
定
方

法
、
用
地
問
題
な
ど
に
不

透
明
感
が
あ
り
町
や
子
ど

も
の
た
め
、
慎
重
さ
こ
そ

必
要
で
あ
る
」
と
決
議
に

基
づ
き
一
年
間
延
期
し
て

ゆ
く
基
本
姿
勢
を
続
け
て

い
る
。

●
徳
光
　
学
校
法
人
茲
恵

学
園
、
世
羅
幼
稚
園
の
設

置
趣
意
書
に
よ
る
と
、

「
地
域
の
子
供
は
地
域
の

手
に
よ
っ
て
育
て
る
の
が

望
ま
し
い
」
と
県
に
認
可

申
請
さ
れ
て
い
る
。
開
園

は
Ｈ
20
年
４
月
、
３
才
か

ら
小
学
校
就
学
ま
で
定
員

１
０
０
人
、
位
置
は
世
羅

町
本
郷
。
①
世
羅
幼
稚
園

設
置
で
町
の
方
針
は
。
②

世
羅
幼
稚
園
と
恵
泉
学
園

は
、
隣
接
地
に
競
合
す
る

が
認
可
は
。

■
町
長
　
①
県
の
情
報
で

計
画
は
承
知
し
て
い
る

が
、
名
称
を
含
め
詳
細
は

不
明
。
②
世
羅
地
域
に
ど

ち
ら
が
適
当
か
審
査
さ

れ
、
２
つ
認
可
は
先
ず
有

り
得
な
い
と
思
う
の
で
、

競
合
は
前
提
に
な
い
。

町
内
有
志
に
よ
る

世
羅
幼
稚
園
設
置
は

詳
細
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
い
な
い

ＱＡ

廃校となる三和高校
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一般�
質問�
一般�
質問�

●
西
田
　
全
国
で
学
校
へ

の
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
配
備
が
進

展
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、Ｈ
16
年
７
月
、

厚
生
労
働
省
が
医
療
従
事

者
以
外
の
使
用
を
解
禁
し

た
た
め
で
あ
る
。

県
立
高
校
で
は
、
よ
り

安
全
性
の
高
い
学
校
づ
く

り
を
共
通
の
思
い
に
、
運

動
な
ど
に
よ
る
突
然
死
な

ど
、
万
一
の
場
合
に
備
え

配
備
さ
れ
て
い
る
。

健
康
な
子
ど
も
に
、
ボ

ー
ル
が
胸
に
当
た
り
、

「
心
臓
震
と
う
」
を
起
こ

す
場
合
が
あ
る
。
怖
い
の

は
、
子
ど
も
が
投
げ
た
軟

球
が
当
た
る
程
度
の
衝
撃

で
、
心
臓
の
既
往
症
が
な

く
て
も
起
き
る
こ
と
で
あ

る
。
発
症
年
齢
は
約
８
割

が
18
歳
以
下
だ
。
子
ど
も

は
、
胸
郭
が
未
発
達
で
、

外
部
か
ら
の
衝
撃
に
弱
い

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

も
し
起
こ
っ
て
し
ま
っ

た
ら
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
で

心
室
細
動
を
取
り
除
く
Ａ

Ｅ
Ｄ
で
、
す
ぐ
に
救
命
処

置
を
施
さ
な
い
限
り
確
実

に
死
に
至
る
。

本
町
で
も
突
然
死
か
ら

生
徒
を
守
る
た
め
、
３
中

学
校
へ
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
配
備
を

進
め
て
は
ど
う
か
と
思
う

が
、
考
え
を
問
う
。

■
教
育
長
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
の

講
習
会
を
、
関
係
教
職
員

に
受
講
さ
せ
る
と
と
も

に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
に
向

け
て
検
討
を
を
す
る
。

●
矢
山
　
本
町
に
お
け
る

い
じ
め
を
許
さ
な
い
取
組

み
と
、テ
ス
ト
に
追
わ
れ
、

学
校
間
の
競
争
の
中
、
一

人
ひ
と
り
の
心
に
寄
り
添

う
教
育
の
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
へ

の
対
応
と
親
の
成
長
も
必

要
で
あ
る
。
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

■
教
育
長
　
小
さ
な
サ
イ

ン
や
変
化
を
逃
さ
ず
全
体
で

取
組
を
。

子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
を

つ
く
り
、
学
ぶ
喜
び
、
体
験

活
動
を
と
お
し
て
対
応
。

●
矢
山
　
施
設
の
負
担
増

で
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
づ

ら
く
、
要
支
援
の
方
へ
の

対
応
も
重
要
で
あ
る
。

認
定
に
つ
い
て
の
苦
情

や
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
ど
う

取
組
む
か
。

■
町
長
　
施
設
の
住
宅

費
、
食
費
が
保
険
給
付
の

対
象
外
と
な
っ
た
。
要
支

援
の
入
所
者
は
Ｈ
21
年
３

月
ま
で
は
可
能
。
貸
与
サ

住
民
の
要
望
に
答
え

る
町
道
の
管
理
は

緊
急
性
の
高
い

も
の
か
ら
対
応

ＱＡ

自
動
体
外
式
除
細
動
器(

Ａ
Ｅ
Ｄ)

の
配
備
を
町
立
中
学
校
へ

設
置
に
向
け
検
討
す
る

ＱＡ

西田美喜男議員

い
じ
め
を
許
さ
な
い
教
育
を

サ
イ
ン
を
逃
さ
ず
、

子
ど
も
と
の
信
頼
関
係
を

ＱＡ

矢山　武議員

介
護
保
健
の
負
担
増
と

在
宅
介
護
は

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
対
応

ＱＡ

ー
ビ
ス
は
、
一
定
の
基
準

で
あ
れ
ば
利
用
で
き
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
対
応
す
る
。

●
矢
山
　
多
く
の
町
道
の

現
況
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
な
対
応
が
必
要
で
あ

り
、
責
任
の
あ
る
管
理
が

さ
れ
て
い
る
か
。
町
道
の

計
画
的
な
維
持
そ
し
て
、

草
刈
、
枝
打
ち
の
必
要
な

所
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

■
町
長
　
通
行
の
安
全
、

災
害
の
防
止
に
重
点
を
置

き
、
緊
急
性
の
高
い
所
か
ら

対
応
し
て
い
る
。
通
行
に
支

障
が
あ
る
も
の
か
ら
補
修
。

ＡＥＤ（ハートスタート）機器

町道維持はどんな方法で
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■
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
住
民
本
位
の
地
方
財
政
を
確
立
し
て
く
だ
さ
い
。

広
島
県
労
働
組
合
総
連
合
　
議
長
　
尾
野
　
進

◎
補
助
金
、
事
業
委
託
金
の
十
分
な
支
援
を
。

世
羅
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
石
光
昭
也

◎
教
育
予
算
を
削
減
し
な
い
で
下
さ
い
。

世
羅
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
　
会
長
　
高
本
和
彦

◎
13
の
危
険
箇
所
の
早
急
な
改
善
を
。

甲
山
中
学
校
　
校
長
　
古
川
昭
生

甲
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
　
会
長
　
横
山
　
稔

◎
障
害
者
福
祉
に
温
か
み
を
。

世
羅
町
障
害
児
、
者
連
絡
会
　
会
長
　
安
石
英
二

■
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

◎
郵
便
局
の
再
編
計
画
に
対
し
意
見
書
を
出
し
て
下
さ
い
。

郵
政
産
業
労
働
組
合
中
国
地
方
本
部
委
員
長
　
溝
上
義
健

◎
農
道
の
拡
張
を
し
た
の
で
町
道
に
認
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

世
羅
町
戸
張
　
代
表
　
田
辺
盛
雄

◎
電
気
設
備
工
事
は
分
離
発
注
と
し
て
く
だ
さ
い
。

社
団
法
人
　
広
島
電
業
協
会
　
会
長
　
加
藤
義
明

■
継
続
と
な
っ
た
も
の

◎
入
札
業
務
の
変
更
を
求
め
る

世
羅
郡
建
設
業
協
会
　
会
長
　
山
平
正
登

◎
公
立
保
育
所
の
存
続
を
求
め
る

世
羅
町
保
育
所
保
護
者
会
連
合
会
　
代
表
　
岡
田
智
美

◎
津
田
保
育
所
の
存
続
を
求
め
る

津
田
地
区
振
興
協
議
会
　
会
長
　
前
原
春
夫

津
田
保
育
所
保
護
者
会
　
会
長
　
増
田
　
誠

陳情と請願�陳情と請願�

●
松
浦
　
来
年
度
か
ら
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
の
工
事
が
始
ま

る
。供
用
開
始
さ
れ
る
と
、

全
町
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
高
度
情
報
化
が
実

現
す
る
事
と
な
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
昨
今
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
殺
人
サ
イ
ト

や
詐
欺
、
ま
た
子
ど
も
に

と
っ
て
有
害
情
報
な
ど
が

無
数
に
存
在
し
、
被
害
も

増
大
し
て
い
る
。
親
は
パ

ソ
コ
ン
を
買
い
与
え
る
だ

け
で
な
く
、
犯
罪
か
ら
子

ど
も
や
財
産
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
住
民
を

犯
罪
か
ら
守
り
、
子
ど
も

に
有
害
な
情
報
を
与
え
ず

保
護
す
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
が
望
ま
れ
る
が
、

町
長
、
教
育
長
の
考
え

は
。

■
教
育
長
　
学
校
に
お
い

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
す
る
際
は
、
情
報
セ
ン

タ
ー
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

や
閲
覧
制
限
が
か
か
っ
て

い
る
が
、
家
庭
で
利
用
す

る
際
は
監
視
や
制
限
が
少

な
い
と
思
わ
れ
る
。
家
庭

や
学
校
と
一
体
と
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
危
険
回
避

能
力
を
養
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
考
え
る
。

■
町
長
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
際
の
リ
ス

ク
は
組
織
・
個
人
の
責
任

に
お
い
て
対
策
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
で
活
用

し
て
い
る
学
校
や
、
公
民

館
の
端
末
は
町
全
体
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
守
る
た

め
買
物
や
書
込
み
が
で
き

な
く
し
て
あ
る
。
住
民
や

子
ど
も
を
ネ
ッ
ト
被
害
か

ら
守
る
た
め
の
機
関
の
設

置
は
、
来
年
度
具
体
的
に

検
討
に
入
り
た
い
。

松浦敬潤議員

情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

体
験
を

来
年
度
具
体
的
に
検
討
す
る

ＱＡ

世羅中学校クラブ活動風景


